
 

　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働して行うもの」と考え、町政への提案
や意見などをいただく「町長への手紙」と、「ご意見箱」があります。今回は、令和
6年度にいただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。
�

△ �

問い合わせ　シティプロモーション係（☎２２３‐３５７１）

町長への手紙 ・ ご意見箱

�役場の古着や段ボール回収
ボックスを休日も使えるよ
うにしてほしい。

　自分で行くことができず、休日にこども達に
連れて行ってもらっても、鍵がかかっていて使
えないため困っています。　　（80 歳代・女性）

令和 6年度　受付状況
■年代別受付人数

町長への手紙 ご意見箱
受付（人）構成比（％）受付（人）構成比（％）

19 歳以下 2 3.6 0 0
20・30 代 7 12.7 2 13.3
40・50 代 15 27.3 7 46.7
60 歳以上 21 38.2 3 20.0

不　明 10 18.2 3 20.0
計 55 100.0 15 100.0

■性質別受付件数（１通に複数の内容あり）
町長への手紙 ご意見箱

受付（件）構成比（％）受付（件）構成比（％）
意見・提案 11 14.7 3 16.7
要望・苦情 59 78.7 15 83.3
お礼など 5 6.6 0 0

計 75 100.0 18 100.0

○�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの
声を町政に反映させるためのものです。まち
づくりの提案や意見、日常生活の中で感じて
いることをお寄せください。
　○�町長への手紙やご意見箱は、個人のプライバ
シーや利害にかかわるもの以外は、差出人へ
返事を送ります。できるだけ、名前と住所な
どを記入してください。なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷の類
たぐい

は受け付けません。
　△ 町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場２階企画政策課、町民会館、中央公民館、
山鹿公民館、芦屋東公民館
　△ ご意見箱
　�　町のホームページ（トップページ下部）に
ある「ご意見・ご提案」からお寄せください。

⑫

�芦屋町でイベントがあるとき
は放送を流すなど広告宣伝す
るべき。

　芦屋町でイベントがあるときは放送を流して注
目させるのはどうでしょうか。　　　　　（匿名）

�町のホームページ、公式
LINE、公式 Instagram、公
式 Facebook、戸別受信機
にて発信していますが、よ
り効果的な情報発信に取り
組んでいきます。

　手元に情報が届くよう公式 SNS の友だち追加
やフォローをお願いします。　　　（企画政策課）

回答

手紙

公式 Facebook公式 Instagram公式 LINE

�平日の８：30 ～ 17：15 の
み使えます。

　休日などは、回収ボックスがいっぱいになった
場合や本来回収していないものが入った場合など
に対応できないため、利用時間は、平日の開庁時
間中のみとしています。平日の利用が難しい場合
は、自治区で実施している資源物回収（廃品回収）
を利用してください。　　　　　　 （環境住宅課）

回答

手紙
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皆さんはルッキズム（外見至上主義）を
知っていますか？

▽問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

　「色白のほうが美しい」、「見た目がよいから採用されたのでは？」というような言葉
を聞いたことはありませんか？日頃の何気ない会話で耳にしたり、口にしたりしてい
るこのような言葉は「ルッキズム」と呼ばれる偏見にあてはまります。
　「ルッキズム」とは外見を意味する「Looks」と、主義を意味する「ism」を合わせ
た造語であり、日本語では「外見至上主義」と訳されることが多いです。人の外見の
みを重視して判断したり、容貌や容姿を理由に差別的な扱いをしたりすることを指し
ます。ルッキズムの歴史は意外と古く、1970 年ごろにアメリカで体型の多様性を尊重
することを訴える「ファット・アクセプタンス運動」が起こりました。これは、太っ
ているというだけで尊厳を傷つけられてきたことへの抗議行動であり、そこから「ルッキズム」という
概念が生まれました。
　このような背景のあるルッキズムは現在、人々にさまざまな弊害をもたらし差別や格差を助長するこ
とがあります。
①心身への影響
　「痩せている＝美しい」といった価値観に縛られ、摂食障害に陥ることがあります。安易に「痩せたほ
うがいい」と口出しすることでもルッキズムに当てはまります。日々の何気ない言動によって知らず知
らずのうちに相手を傷つけているかもしれません。
②社会的な影響
　人材採用の場面において、「顔採用」と呼ばれるような不適切な評価を行っている場合があります。外
見によって評価や機会に差が生まれている状況は「平等」とは言えず、多様な人材が正しく活躍できな
い社会を生み出してしまいます。
　ルッキズムは日常生活の中に数多く潜んでいます。誰もが外見にとらわれず、一人一人が自分らしく
力を発揮でき、多様性を認め合う社会をつくりましょう。

　６月 23日月～ 29日日は男女共同参画週間です

性別にかかわらず職場や学校、地域でそれぞれの個性と能力が
発揮できる社会の実現を目指しましょう

【男女共同参画に関する相談窓口】

就
労

福岡県ママと女性の就業支援センター
☎５３３‐６６３７
【受付時間】　月～金・午前10時～午後６時
（祝日・年末年始を除く）

Ｄ
Ｖ

福岡県配偶者暴力相談支援センター
☎２０１‐２８２０
【受付時間】　月～金・午前８時30分～午
後5時15分（祝日・年末年始を除く）

男
女
差
別

北九州市立男女共同参画センター「ムーブ」
☎５８３‐３６６３
【受付時間】　火～日・午前９時30分～午
後５時（祝日、毎月最終木曜日、年末年
始を除く）

そ
の
他

福岡県男女共同参画センター「あすばる」
☎〈０９２〉５８４‐１２６６
【受付時間】　火～日、月（祝日のみ）・午前
９時～午後4時30分（８月13日～15日、
年末年始を除く）、金（祝日を除く）のみ
午後６時～８時30分も受け付け


